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サービス配信の仕組み

「フレッツ・ジョイント」サービス

は，お客さま宅内に設置されたホーム

ゲートウェイ（HGW）に対して，事

業者が提供するサービスを実現するた

めのアプリケーション（バンドル）を

NGN（Next Generation Network）

から配信するサービスです．フレッツ・

ジョイントサービスは，事業者のサー

ビスをバンドルで実現していることと，

バンドルをお客さまに配信することに

特徴があります．

フレッツ・ジョイントサービスにおけ

るお客さまのサービス申込から，サー

ビス開始までの流れを図１に示します．

まずお客さまの申込先は，各サービス

を提供する事業者になります．申込の

際，お客さまはNTT東日本・西日本

のお客さまIDを事業者に伝えていただ

きます．事業者が，NTT東日本・西

日本の受付センタにバンドル配信の

申込をすると，受付センタからセン

タサーバに契約投入が行われます．そ

して，センタサーバがお客さまのHGW

にバンドルを配信し，サービスが開始

されることになります．

フレッツ・ジョイントサービスを支

えるホームICTとは，センタサーバと

HGWの２つから構成されます．そし

て，サービスを実現するアプリケーショ

ンは，OSGi Al l ianceにより仕様化

されているOSGiを採用しています（1）．

OSGiとは，Java言語を用いたソフト

ウェア・モジュール化の技術です．ア

プリケーションソフトを部品化するこ

とで，ソフトウェア開発のコスト低減，

開発期間短縮を実現しています．

例えば，HGWには，あらかじめ多

くの事業者が利用したいと考える部品

が基本バンドル群として用意されてい

ます．ソフトウェア開発を行う事業者

は，用意されている部品以外をソフト

ウェア開発すればよいことになります．

図２にOSGiの構造を模式的に示しま

す．OS上でJavaバーチャルマシンが動

作し，その上でJava言語により記述さ

れたミドルウェアであるOSGiフレーム

ワークが動作します．バンドルは，こ

のOSGiフレームワークの上で動作す

るイメージになります．

図２の基本バンドル群の中に，家庭

内のAV機器等とネットワークを介して

接続し，当該バンドルとAV機器等が

相互に機能を提供し合うための技術
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図１　サービス開始までの流れ 

本稿では「フレッツ・ジョイント」サービスにおいて，バンドルと呼ばれ
るサービスアプリケーションをホームゲートウェイ（HGW）に配信する技
術，ホームICTについて紹介します．
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仕様であるUPnP（Universal Plug

and Play）がバンドルとして用意され

ている場合を例にします．事業者は

UPnP機能のバンドルを利用して，当

該機器に接続することができます．こ

のように，基本的な機能が基本バンド

ル群として部品化されているほど，開

発コストを低減できる可能性がありま

す．そして，事業者は基本バンドル群

とバンドル間連携をして，所望の機能

を実現するソフトウェア部分のみを作

成すればよいのです．

また，バンドルをHGWに配信する際

は，OSAP（OSGi Service Aggrega-

t ion  P la t form）技術を採用してい

ます．OSAP技術はNTTサイバーソ

リューション研究所の技術（2），（3）で，

お客さまの利用意向に合わせて，バン

ドルを抜き差しすることを実現します．

図１では，サービス申込の例を示しま

したが，解約や契約変更においても同

様のフローで実現できます．OSAP技

術により，HGWとセンタサーバが連

携し，お客さまのお望みのバンドル構

成に自動設定されるのです．

事業者にとっては，バンドルがHGW

に配信されることで，HGWの機能を

利用することができます．これに伴い，

事業者はサービスを実現するために必

要となる宅内機器を用意する必要がな

い利点があるのです．また，バンドル

に機能追加してバンドルを入れ替えた

い場合，OSAPの技術によりバンドル

は自動設定されるため，サービスの更

新が容易になります．

ホームICTの課題

ホームICTの主な３つの課題を述べ

ます．

① 「どこにバンドルを配信すれば

よいのか」が特定可能な，お客さ

まHGWの管理

② 「本当にバンドルを配信してよ

いのか」を判断できるバンドル配

信判定

③ 「フレッツ・ジョイント以外の

サービスは継続的に利用できるか」

の疑問に答える，HGW上の既存

サービスの保護

上記のうち，課題①と課題②はセン

タサーバ，課題③はHGWの取り組み

により解決します．

センタサーバの取り組み

センタサーバの処理フローを図３に

示します．センタサーバは，HGW管

理，バンドル配信判定，バンドル配信

の３つの処理を行います．

HGW管理では，NTT東日本・西

日本それぞれのフレッツ光ネクスト契

約のお客さまIDと，HGWのIPv6ア

ドレスの組合せを管理しています．

HGWと定期的に通信することにより，

お客さまの移転やHGWの交換があっ

たとしても，正しい組合せを管理する

ことができます．受付センタからの

サービスオーダには，お客さまID，

サービス名，契約・解約・変更の情

報等が記されています．このサービス

オーダに従い，お客さまIDから配信先

HGWのIPv6アドレスを正確に特定し

ています．その結果，課題①を解決す

ることができます．

バンドル配信判定では，事業者から

申込のあったバンドルをお客さまに配

信して良いか判定します．ここで，２

つの事業者（事業者A，事業者B）は

いずれも，サービスを実現するため，

HGWのUSBインタフェースを利用す

ると仮定します．もし，お客さまが事

業者Aおよび事業者Bのサービス利用
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図２　OSGi の構造の模式図 
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を希望した場合，利用中にどちらかの

バンドルがUSBインタフェースを利用

できない場面があり得ます．このよう

な競合の問題を回避するため，バンド

ル配信判定では，「事業者Aと事業者

Bのサービスを同時に配信することは

できない」といったように，あらかじめ

競合するサービスの組合せを保管して

いるのです．この組合せを参照するこ

とで，競合のないサービスであればバ

ンドルを配信し，競合する場合は，受

付センタ経由で事業者にその旨を伝え，

配信は行いません．このようにして，

課題②を解決します．

HGWの取り組み

HGWは，フレッツ・ジョイントを

実現する機能のほかにも，ひかり電話

やインターネット等を実現する機能を

有しています．今後は，電話とさまざ

まな機器を連携させたサービスも想定

されますが，ホームICTの処理で問題

が生じた場合でも，インターネットや

ひかり電話は継続的に利用できる仕組

みが必要です．そこで，ホームICTの

処理に対して，ひかり電話およびイン

ターネット等の処理を独立にし，それ

ぞれの処理に優先順位を付与していま

す．特に，ひかり電話の優先順位を高

くすることで，仮にCPUやメモリを消

費するバンドルが動作中であっても，

ひかり電話の処理には影響を及ぼしま

せん．このようにして，課題③を解決

します．

今後の展開

本稿ではフレッツ・ジョイントサー

ビスにおいて，OSGi技術によるバンド

ルをHGWに配信する技術，ホーム

ICTについて紹介しました．今後は，

さらなるお客さま利便性向上のため，

フレッツ・ジョイントサービスのリモー

トサポート機能を増強する技術開発を

進めていきます．
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ホームネットワークを活用したサービス
が数多く創出されつつあり，ますますホー
ムICTが重要な技術になると考えます．今後
も，お客さま利便性向上のための機能開発
に尽力していきます．
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